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技術部門   建設              部門  

専門とする事項  都市計画 

○解答欄の記入は、1マスにつき 1文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2文字を目安とする。 

受験番号 

問題番号  Ⅰ －２ 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字 

← 解答する問題番号（１又は２）を点線の枠内に必ず記入すること。 

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

（ １ ） 第 ２ フ ェ ー ズ に お け る 課 題  

① 課 題 ： イ ン フ ラ メ ン テ ナ ン ス ２ ． ０ の 推 進 ①  

 技 術 改 革 ② の 観 点 か ら 、 現 状 で は 建 設 業 の 各 施 工 段

階 に お い て ア ナ ロ グ デ ー タ が 利 用 さ れ て お り 、 分 析 や

評 価 を 行 う に は 扱 い に く い 問 題 点 が あ る 。 具 体 的 に は 、

ア ナ ロ グ デ ー タ か ら デ ジ タ ル デ ー タ へ の 移 行 を 行 い 、

課 題 分 析 し や す い 環 境 を 整 備 す る こ と で あ る ③ 。 業 務

改 善 を 行 い 業 務 の 効 率 化 を す る こ と が で き る ④ 。 イ ン

フ ラ メ ン テ ナ ン ス ２ ． ０ の 推 進 が 課 題 ⑤ で で あ る 。  

 

① 問題は、第 2 フェーズのインフラメンテナンスを推進するための課題であるにもかかわらず、イン

フラメンテンス 2.0（第二フェーズ）の推進を課題にしては解答になっていません。これは、「車の

運転で注意することは何ですか？」と聞かれて、「注意して運転することです」と答えているよう

なものです。 

② 技術改革は、解決策に近いですね。課題がデジタル化の場合は、技術面の観点とかですかね。ま

た、文の構成がおかしいですね。「技術革新の観点から、・・・問題点がある」になっています。

文意からするに、技術革新が理由となって、問題があるわけではないですよね。課題の項目は、①

背景→②観点→③課題の順で書くと良いですよ。 

③ この部分は、解決策になっています。この項目は、課題を書くところですので、なるべく課題の背

景や、課題として取り扱う理由（根拠）の記載に留めましょう。課題項目で解決策まで書いてしま

うと、評価者にここは「課題を書くところなのになぁ」と思われてしまうことはもちろん、重要な

課題として取り上げた場合、書くことが限定的になったり、重複したりといった問題が生じるの

で、良いことなしです。 

④ 主張が２つ出てきています。「デジタル化」なのか「業務改善」なのかどちらなのでしょうか。ど

ちらかに絞るべきです。絞ったうえで、それに即した背景・観点としましょう。 
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② 課 題 ： 働 き 方 改 革 の 推 進  

 人 材 確 保 ⑥ の 観 点 か ら 、 現 状 の 建 設 業 界 に は 、 女 性

や 高 齢 者 、 外 国 人 と い っ た 多 様 な 労 働 者 が 働 き や す い

環 境 が 整 備 さ れ て い な い こ と に よ り 労 働 者 層 が 限 定 さ

れ て し ま い 、 新 規 入 職 者 を 確 保 で き な い こ と が 問 題 で

あ る ⑦ 。 少 子 高 齢 化 に よ り 労 働 者 が 減 少 し て い る 状 況

で は 、 多 様 な 労 働 者 を 確 保 で き な い こ と が 問 題 で あ る

⑧ 。 そ の た め 、 働 き 方 改 革 の 推 進 が 課 題 で あ る 。  

 

③ 課 題 ： 建 設 Ｄ Ｘ の 推 進  

⑥ 人材確保まで書いてしまうと観点ではなく、解決策に近いですね。この場合は、人材面とかですか

ね。観点の記載は、結構難しいです。見方や立場を表すものなので、例示のように○○面と書くと

ミスが抑えられます（すべてに「面」を付けられるとは限らないですが・・・）。 

⑦ 文が長いです。技術士論文で一番初めに意識すべきことは、「文を短くする」です。まず、文頭の

観点ですが、「から」と記載されているので理由を意味する内容になります。人材確保が理由で、

新規入職者が確保できないわけではないですよね。このように、文が長いと文の前半と後半で内容

がねじれてしまったり、主語述語の関係がおかしくなったりとミスを誘発します。例えば、文を短

くすると、「現状の建設業界は、女性や高齢者、外国人といった多様な労働者が働きやすい環境が

整備されていない。このことから、労働者層が限定されてしまい、新規入職者を確保できない。」

といったようになります。文を短くするにあたっては、接続詞を用いると良いでしょう。 

⑧ 「問題である」が連続しています。どちらも労働者が確保できないという問題なので、重複表現に

なっています。どちらか一方で良いと思います。 

⑤ ①や④のとおり、課題は「デジタル化」か「業務改善」になると思います。どちらも、後述の課題

と重複しているので課題が３つ用意できていないと判断されてしまいます。 
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 業 務 効 率 化 ⑨ の 観 点 か ら 、 現 状 の 建 設 作 業 工 程 は 人

海 戦 術 で 取 り 組 む こ と が 多 く 、 全 て の 業 務 に 多 く の 人

工 が 必 要 と な っ て い る ⑩ こ と が あ る 。 業 務 が 効 率 化 さ

れ て い な い ⑪ こ と が 問 題 で あ る 。 建 設 Ｄ Ｘ の 推 進 を し 、

ド ロ ー ン や Ｉ Ｔ 建 設 重 機 の 利 用 を す る こ と で 、 例 え ば

測 量 に お い て 従 来 は ア リ ダ ー ド や ト ラ ン シ ッ ト を 用 い

て 手 作 業 で 行 っ て い た も の を ド ロ ー ン で ３ 次 元 測 量 す

る こ と が で き る ⑫ 。 建 設 Ｄ Ｘ の 推 進 が 課 題 で あ る 。  

 

（ ２ ） 最 も 重 要 な 課 題 と 解 決 策  

① 建 設 Ｄ Ｘ が 最 も 重 要 な 課 題 で あ る 。 理 由 と し て は 、  

建 設 Ｄ Ｘ の 推 進 は 、 業 務 効 率 化 に つ な が る 事 項 で あ り 、

施 工 品 質 の 向 上 に も つ な が る か ら ⑬ で あ る 。  

⑨ これも②、⑥と同じですね。業務効率化は解決策になっています。この場合、生産性の観点ですか

ね。また、他の課題と同様に、構文がおかしいです。 

⑩ 「建設作業工程」はどのような意味で使用されているのでしょうか。建設作業の全体を表している

のであれば、後述の「すべての業務に多くの人工が必要となっている」と同じことを言っていま

す。 

⑪ 問いは、メンテナンス（管理）に関することなどで、業務という一括りでなく管理に特化した記述

が必要になります。例えば、「特に老朽化が進む既存インフラの管理に関しては、その業務量が膨

大となる」など効率化を進めていくべきインフラメンテンナンスの背景を示すべきです。 

⑫ この部分は解決策になっています。③と同様。 
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② ド ロ ー ン や Ｉ Ｔ 建 設 重 機 の 活 用  

 ド ロ ー ン に よ る ３ 次 元 測 量 を 活 用 す る こ と で 、 測 量

の 制 度 が 高 く な る と 共 に 作 業 の 簡 便 さ に よ り 丁 寧 な 測

量 ⑭ 作 業 が 可 能 に な る 。 イ ン フ ラ メ ン テ ナ ン ス に お い

て は イ ン フ ラ の 事 前 点 検 ⑮ を ド ロ ー ン で 行 う こ と で 点

検 個 所 数 を 増 や し 精 度 の 高 い 検 査 と す る こ と が で き る

⑯ 。  

 

③ ナ レ ッ ジ マ ネ ジ メ ン ト の 推 進 ⑰  

 建 設 業 に お い て 高 齢 化 し た 技 術 者 が 大 量 に 離 職 す る

タ イ ミ ン グ が 迫 っ て い る が 、 高 齢 世 代 の 有 す る 重 要 技

術 が 若 い 世 代 の 技 術 者 に 継 承 さ れ て い な い こ と が 問 題

で あ る が 、 こ れ ら の 技 術 を ナ レ ッ ジ マ ネ ジ メ ン ト 化 し 、

様 々 な タ イ ミ ン グ で 学 習 す る こ と で 技 術 継 承 す る こ と

⑭ 作業が簡便であることと丁寧な測量との因果関係が不明です。また、丁寧な測量が抽象的で、どん

な効果なのか判然としません。また、課題はＤＸによる作業の効率化なので、簡便さを具体的に説

明し、省力化に繋がることを説明する必要があります。 

⑮ 「事前」が気になります。何に対する事前なのでしょうか。 

⑯ 前段と言っていることが同じのように見えます。ただ、メンテナンスに必要な作業内容が異なる

（測量か点検かの違い）だけではありませんか。 

⑬ 建設ＤＸの効果を列記したに過ぎず、重要と考えた理由になっていないように見えます。この例で

言うと「波及効果がある」ですかね。その他にも「実現が容易」、「速やかに効果が発現する」な

ど相対的な評価（他の二つの課題に比べて優れているところ）が理由としてふさわしいのではない

でしょうか。 
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が で き る ⑱ 。  

 

④ Ｂ Ｉ Ｍ ／ Ｃ Ｉ Ｍ の 活 用  

 建 設 プ ロ ジ ェ ク ト の 事 前 検 討 段 階 や 設 計 段 階 に お い

て ⑲ Ｂ Ｉ Ｍ や Ｃ Ｉ Ｍ の 活 用 を 行 う 。 設 計 上 の 不 整 合 を

回 避 す る こ と が で き る と 共 に 、 早 期 の 段 階 で 施 工 業 者

を 設 計 に 参 加 さ せ る こ と で 設 計 業 務 の フ ロ ン ト ロ ー デ

ィ ン グ を 行 う こ と が で き る ⑳ 。 業 務 の 平 準 化 ㉑ を 行

う う え で も 有 効 で あ る 。  

 

（ ３ ） 新 た に 生 じ う る リ ス ク と 対 策  

① リ ス ク ： Ｉ Ｔ 技 術 者 の 不 足  

建 設 Ｄ Ｘ を 高 度 に ㉒ 推 進 す る と 建 設 業 全 体 で Ｉ Ｔ 技

術 者 が 不 足 す る リ ス ク が あ る 。  

⑲ インフラメンテナンス（管理段階）の DX について説明すべきであり、事前検討段階や設計段階の内

容のみでは論点がズレています。 

⑳ 基本は、⑲のとおり論点ズレしています。BIM を解決策にするなら、例えば「計画・設計段階で BIM

を活用し、メンテンナンスやライフサイクルコストの検討を容易にする」などインフラメンテナン

スを焦点化してください。 

㉑ ここでいう業務が何を指しているのか不明です。また、なぜ平準化されるのかも分かりません。 

⑰ 課題は、建設ＤＸの推進なのでは？ナレッジマネジメントでは、経営管理手法になってしまいま

す。解決策として、相応しくありません。 

⑱ 文が長いです。「・・・迫っているが、・・・問題であるが、・・・」一文中に逆接が連続して使

用されています。 
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② 対 策 ： 他 の 職 域 か ら の 採 用  

 建 設 業 で 不 足 し て い る Ｉ Ｔ 技 術 者 を 建 設 業 で シ ェ ア

し よ う と す る と 限 界 が あ る 。 例 え ば Ｉ Ｔ 業 界 か ら Ｉ Ｔ

技 術 者 を 募 集 す る こ と ㉓ で Ｉ Ｔ 技 術 者 の 不 足 に 対 応 す

る こ と が で き る 。  

 

③ Ｏ Ｊ Ｔ 、 Ｏ ｆ ｆ Ｊ Ｔ の 推 進  

 Ｉ Ｔ 技 術 者 を 育 成 す る た め に Ｏ Ｊ Ｔ や Ｏ ｆ ｆ Ｊ Ｔ の

実 施 を す る ㉔ 。 研 修 を 実 施 す る こ と で Ｉ Ｔ 技 術 者 の 育

成 を す る の み な ら ず 、 Ｉ Ｔ リ テ ラ シ ー の 低 い 技 術 者 に

対 す る 技 術 研 修 と も な る 。  

 

（ ４ ） 必 要 と な る 要 点 ・ 留 意 点  

① 倫 理 の 観 点  

公 衆 の 安 全 が 最 重 要 で あ る 。 建 設 コ ス ト を 優 先 す る

こ と に よ り 、 取 得 し た デ ー タ を 改 ざ ん し て 安 全 性 を 犠

牲 に し た り し て は な ら な い 。 ㉕  

㉔ 「・・・の実施をする。」→「・・・を実施する。」 

㉓ 募集するとありますが、IT 業界から引き抜くということですか。タイトルにも採用とあるので、雇

用の話なんですかね。これができれば、そもそも IT 技術者の不足という問題提起がおかしくなりま

す。 

㉒ 「高度に」とありますが、高度である場合のみ発生するリスクのように見えます。ここでは、高度

であるかは関係なく、「DXが進めば IT技術者が不足する」で良いと思います。 
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② 社 会 の 持 続 性 の 観 点  

 社 会 の 持 続 可 能 性 ㉖ の た め に 環 境 の 保 全 が 最 優 先 さ

れ る べ き ㉗ で あ る 。 ま た 、 低 炭 素 社 会 の 実 現 に 寄 与 す

る た め に 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 積 極 的 利 用 や 自 家 用 車

を 削 減 し て 公 共 交 通 を 促 進 す る 等 の 取 組 が 必 要 で あ る

㉘ 。  

以 上  

 

㉖ 「社会の持続可能性のために」→「持続可能な社会を構築するために」 

㉗ 最優先は、少々言い過ぎに感じます。また、倫理では安全が最重要と述べており、矛盾します。

「常に意識する」くらいで良いのではないでしょうか。 

㉘ 例示の唐突感が否めません。㉕のとおり、説明してきた内容を遂行するにあたっての留意点を書く

べきです。 

㉕ 問題には、これまで説明してきた内容を遂行するにあたっての留意点を書けとなっています。説明

内容に沿った事柄であるともっと良いと思います。 


